
　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
一
年
を
迎
え
謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

我
が
国
の
経
済
は
、
原
油
や
原
材
料
の
急
騰
、
そ
れ
に

続
く
世
界
同
時
金
融
不
安
に
端
を
発
し
た
株
価
下
落
と

円
高
の
進
行
な
ど
の
影
響
で
、
景
気
は
戦
後
最
長
と
言
わ

れ
た
拡
大
期
も
終
わ
り
、
後
退
局
面
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　

中
小
企
業
を
取
巻
く
状
況
は
、
社
会
構
造
の
変
化
に

よ
る
地
域
産
業
の
空
洞
化
や
、
事
業
主
の
高
齢
化
な
ど

に
よ
る
商
店
街
の
衰
退
、
地
域
間
格
差
の
拡
大
に
加
え

て
、
金
融
不
安
も
重
な
り
、
更
に
厳
し
さ
が
増
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
中
小
企
業
の
皆
様
は
企
業
の
維
持

継
続
に
懸
命
に
取
組
ま
れ
て
お
り
、
商
工
会
に
は
中
小

企
業
の
支
援
機
能
強
化
や
地
域
産
業
の
活
性
化
、
街
づ

く
り
支
援
な
ど
の
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

商
工
会
連
合
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
商
工
会
等
の

更
な
る
改
革
、
経
営
指
導
員
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
研
修
、
シ

ナ
ジ
ー
ス
キ
ー
ム
事
業
な
ど
の
充
実
を
図
る
と
共
に
、

経
営
革
新
計
画
作
成
事
業
や
中
小
企
業
応
援
フ
ァ
ン
ド

事
業
、
地
域
力
連
携
拠
点
事
業
な
ど
の
新
た
な
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
「
百
年
に
一
度
の
緊
急
事
態
」
と
言
わ
れ
る
困
難
に
直

面
し
て
い
る
今
こ
そ
、
我
が
国
の
首
都
東
京
の
商
工
会

が
、
多
摩
・
島
嶼
地
域
が
持
っ
て
い
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を

活
か
し
、
先
頭
に
立
っ
て
泥
を
被
る
覚
悟
で
課
題
解
決

に
取
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

そ
れ
に
は
、
過
去
に
数
々
の
難
局
を
乗
り
越
え
て
き

た
先
人
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
知
恵
と
力
と
志
を
商
工

会
に
結
集
し
、
連
携
し
て
地
域
産
業
の
振
興
に
取
組
ん

で
い
く
気
概
と
実
行
力
が
必
要
で
す
。

　

私
ど
も
商
工
会
連
合
会
は
、
多
摩
・
島
嶼
地
域
の
二

十
七
商
工
会
と
連
携
し
、
役
職
員
一
丸
と
な
り
、
総
力

を
挙
げ
て
事
業
運
営
に
当
た
っ
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

最
後
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
良
い
年
で

あ
る
こ
と
を
祈
念
し
て
、
私
の
年
頭
の
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

謹
賀
新
年
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「経営革新にチャレンジし、企業の存続を！」
6団体の「経済危機突破・東京大会」
「貸し渋り・貸し剥がし」にこぶし「第４８回商工会全国大会」
八丈島で「平成２０年度島嶼地域資源活用事業」を実施
大特集　多摩・島しょ地域のイベント　
年男　抱負を語る　小平商工会　　会長  神石　實
　　　　　　　　  羽村市商工会　会長  向笠幸雄

「中小企業の資金繰り支援のための
　　　  国の緊急保証制度が始まっています」

平成２１年　年頭所感　東京都知事　石原慎太郎
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
し
い
年
が
、
皆
様
に
と
っ
て
健
や
か
で
希
望
に
満
ち
た

一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
、
世
界
は
未
曾
有
の
金
融
・
経
済
危
機
に
直
面
し
て
お
り

ま
す
。
米
国
発
の
金
融
市
場
の
混
乱
は
、
百
年
に
一
度
と
い
う

金
融
危
機
に
発
展
し
、
わ
が
国
経
済
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
お
り
ま
す
。
国
政
に
目
を
転
じ
て
み
れ
ば
、
相
も
変
わ
ら

ず
危
機
感
に
乏
し
く
、
浮
か
ん
で
は
消
え
る
解
散
・
総
選
挙
の

話
題
に
右
往
左
往
す
る
ば
か
り
で
す
。

　

し
か
し
、
都
政
に
停
滞
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
日
本
の
ダ
イ
ナ

モ
た
る
東
京
を
支
え
る
中
小
零
細
企
業
の
支
援
や
雇
用
創
出
、

周
産
期
医
療
の
充
実
や
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
な
ど
、
都

は
喫
緊
の
課
題
に
対
し
て
実
効
性
の
あ
る
緊
急
施
策
を
広
範
囲

に
講
じ
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
地
球
温
暖
化
問
題
も
待
っ
た
な
し
の
状
況
で
す
が
、

大
国
と
い
わ
れ
る
国
々
の
対
応
は
実
に
緩
慢
で
す
。
あ
と
、
五
、

六
年
の
う
ち
に
徹
底
し
た
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
こ
の
地
球
は

取
り
返
し
が
つ
か
な
い
と
こ
ろ
ま
で
来
て
い
ま
す
。
都
で
は
動

き
の
遅
い
国
を
待
つ
こ
と
な
く
、
都
民
や
事
業
所
の
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
得
な
が
ら
環
境
確
保
条
例
を
改
正
し
、
工
場

や
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
な
ど
大
規
模
な
事
業
所
へ
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
総

量
の
削
減
義
務
化
な
ど
の
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
後
も
、

太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
機
器
や
環
境
負
荷
の
低
い
電
気
自
動
車

等
の
普
及
な
ど
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

私
は
知
事
就
任
以
来
、
東
京
の
再
生
、
そ
し
て
東
京
か
ら

日
本
を
変
え
る
た
め
の
様
々
な
政
策
を
国
に
先
駆
け
、
積
極
的

に
講
じ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

都
で
は
、
東
京
の
近
未
来
図
で
あ
る
「
十
年
後
の
東
京
」
の

実
現
に
向
け
て
、
数
々
の
政
策
を
策
定
し
、
緑
あ
ふ
れ
、
美
し

く
、
安
心
・
安
全
な
都
市
へ
と
一
層
の
成
熟
を
遂
げ
る
姿
を
描

き
ま
し
た
。
現
在
、
既
に
臨
海
部
で
の
「
海
の
森
」
づ
く
り
や

街
路
樹
の
倍
増
、
先
に
述
べ
た
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
対
策
な
ど
具

体
的
で
実
践
的
な
施
策
に
着
手
し
て
お
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
本
年
は
、
昨
年
末
に
策
定
し
た
「
十
年
後
の
東
京

へ
の
実
行
プ
ロ
グ
ラ
ム
二
〇
〇
九
」
を
果
断
に
実
行
し
、
一
層
、

都
民
生
活
を
支
え
る
幅
広
い
テ
ー
マ
に
全
庁
を
挙
げ
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
東
京
都
が
開
催
を
目
指
し
て
い
る
二
〇
一
六
年
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
活
動
も
い
よ
い
よ
ラ
ス
ト

ス
パ
ー
ト
の
時
期
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
に
は
社
会

を
変
え
、
人
を
変
え
る
力
が
あ
り
ま
す
。
日
本
の
若
者
た
ち
が
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
い
う
最
高
の
舞
台
で
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て

人
間
の
多
彩
な
可
能
性
が
開
花
す
る
様
を
体
験
し
、
心
の
財

産
を
築
い
て
ほ
し
い
と
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。
是
非
と
も
今

年
十
月
に
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
で
開
催
さ
れ
る
Ｉ
Ｏ
Ｃ
総
会
で
、

東
京
へ
の
招
致
を
勝
ち
取
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

緊
急
事
態
に
対
処
し
つ
つ
、
将
来
を
見
据
え
た
重
層
的
・
複

合
的
な
政
策
を
強
力
に
展
開
し
て
、
こ
の
国
の
羅
針
盤
と
も
な
る

確
か
な
歩
み
を
進
め
て
い
く
覚
悟
で
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平
成
二
十
一
年

年
頭
所
感

東
京
都
知
事

石
原 

慎
太
郎

CONTENTSCONTENTS
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国
の
　
　
　
　
　
　  

が
始
ま
っ
て
い
ま
す

国
の
　
　
　
　
　
　  

が
始
ま
っ
て
い
ま
す

中
小
企
業
の
資
金
繰
り
支
援
の
た
め
の

中
小
企
業
の
資
金
繰
り
支
援
の
た
め
の

詳しくは商工会にご相談ください！
国の指定業種（698業種）に指定されていることを確認して
ください。

不
況
下
、
困
難
な
時
代
に
何
を
な
す
べ
き
か

遅
れ
を
と
る
な
！ 

先
を
行
こ
う
！

「
経
営
革
新
」に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
企
業
の
存
続
を
！

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
せ
ん
か
！ 

現
状
を
打
破
し
、

不
況
を
乗
り
切
る
た
め
に
わ
が
社
の

「
経
営
革
新
計
画
」
作
り
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

　
二
十
年
十
月
三
十
一
日
か
ら
中
小
企
業
の
資

金
繰
り
支
援
の
た
め
の
緊
急
保
証
制
度（
名
称

＝
原
材
料
高
騰
対
応
等
緊
急
保
証
制
度
）
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。
　

　
対
象
と
な
る
方
は
、
原
材
料
の
高
騰
を
受
け

る
業
種
、
仕
入
価
格
高
騰
の
影
響
を
受
け
る

業
種
等
六
百
九
十
八
業
種（
中
小
企
業
の
七

三
％
を
カ
バ
ー
）
が
対
象
で
す
。

　
対
象
業
種
の
事
業
所
は
、
金
融
機
関
か
ら
融

資
を
受
け
る
際
に
「
一
般
保
証
」
と
は
別
枠
で
無

担
保
で『
八
千
万
円
』
ま
で
、
普
通
担
保
で『
二

億
円
』
ま
で
信
用
保
証
協
会
の一〇
〇
％
保
証
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
注
：
金
融
機
関
、

信
用
保
証
協
会
の
審
査
の
結
果
に
よ
っ
て
は
、

保
証
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

　
利
用
方
法
は
左
記
の
通
り
で
す

　

現
在
、
未
曾
有
の
不
況
の
荒
波
が
吹
き
荒
れ
て
い
ま
す
。
企
業

存
続
の
た
め
に
は
、
激
変
す
る
環
境
変
化
に
対
応
し
、
今
以
上
に
利

益
を
創
造
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
常
に
現
状
を
客
観
的
に
把
握

し
、
戦
略
を
練
り
、
計
画
化
、
目
標
を
管
理
・
達
成
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
左
記
の
よ
う
な
悩
み
・
問
題
点
を
持
つ
事
業
者
は
是

非
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
売
上
高
が
減
少
、
収
益
性
が
悪
化
、
競
争
が
激
化
、
顧
客

の
値
下
げ
圧
力
が
強
い
、
市
場
ニ
ー
ズ
の
変
化
が
早
い
、
資

金
繰
悪
化
、
人
材
が
不
足
な
ど
な
ど

　
「
経
営
革
新
」
事
業
は
、
事
業
所
の
自
主
的
な
「
革
新
計
画
の
作

成
」
を
促
し
、
東
京
都
が
承
認
し
、
国
の
融
資
や
税
制
な
ど
の
優
遇

を
与
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

①
新
商
品
の
開
発
ま
た
は
生
産
を
め
ざ
す
事
業
所
②
新
た
な

サ
ー
ビ
ス
の
開
発
ま
た
は
提
供
を
め
ざ
す
事
業
所
③
商
品
の
新
た
な

生
産
ま
た
は
販
売
の
方
法
の
導
入
を
め
ざ
す
事
業
所
④
サ
ー
ビ
ス
の

新
た
な
提
供
方
法
の
導
入
、
そ
の
他
新
た
な
事
業
活
動
を
め
ざ
す

事
業
所

─

な
ど
が
対
象
で
す
。

　

商
工
会
は
会
員
事
業
所
の
実
態
に
見
合
う
「
経
営
革
新
計
画
」
作

り
を
支
援
し
ま
す
。    （
問
合
せ
先　

各
商
工
会
・
商
工
会
連
合
会
）

■市町村における認定要件
（申請に必要な書類、手続きは、市町村商工担当課でご確認ください）
・以下のいずれかの要件に合致していることの認定を受けてください。

①最近3か月間の平均売上高等が前年度比3％以上減少している。
②製品等原価のうち20％以上を占める原油又は石油製品の仕入れ価
格が上昇しているにもかかわらず、製品等価格に転嫁できていない。
③最近３か月間の平均売上総利益率又は平均営業利益率が、前年同期
と比べ、3％以上減少している 。

1

市町村における認定要件（下記）に合致していることを確認し
てください。2

金融機関、信用保証協会の審査に通りましたら、融資実行です。6

本店（個人事業主の方は、主たる事業所）所在地の市町村役
場（商工担当課）へ行き、認定申請を行い、「市町村長の認定」
を受けて下さい。

3

認定を受けましたら、ご希望の金融機関に「信用保証付の融
資」をお申し込みください（※借入に必要な書類は、各金融機
関で異なります）。

4

同時に、信用保証協会へ「保証申し込み」をして下さい。
（※個人で申請する場合と、金融機関を経由して代理申請する
場合があります。）

5

『緊急保証制度』の利用方法

緊
急
保
証
制
度
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景
気
対
策
の
早
急
な
実
施
な
ど
を
決
議

当
連
合
会
　 

6
団
体
の

など

562

会
員
企
業
　    
が
結
集
し
て

人

島
と
多
摩
の
特
産
品
が

勢
ぞ
ろ
い

昭
島
市
の
モ
リ
タ
ウ
ン
で
開
催

「
東
京
の
島
・
多
摩 

観
光
物
産
展
」

17
商
工
会
が
出
展

！

「
貸
し
渋
り
・
貸
し
剥
が
し
」に
こ
ぶ
し

商
工
会
全
国
大
会

48
第
　  

回 　

当
連
合
会
、
東
京
商
工
会
議
所
、
東
京
都

中
小
企
業
団
体
中
央
会
な
ど
中
小
企
業
六
団

体
は
、
国
並
び
に
東
京
都
の
二
十
一
年
度
予
算
・

制
度
の
決
定
を
控
え
た
二
十
年
十
一
月
十
二

日
、
東
京
・
丸
の
内
の
東
商
・
国
際
会
議
場
で

五
百
六
十
二
人
の
団
体
の
会
員
企
業
ら
が
結

集
し
て
「
経
済
危
機
突
破
・
東
京
大
会
」
を

開
き
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
当
連
合
会
の
桂
敎
夫
会
長
、
井
上

裕
之
・
東
商
副
会
頭
、
大
村
功
作
東
京
都
中

小
企
業
団
体
中
央
会
会
長
、
桑
島
俊
彦
・
東

京
都
商
店
街
振
興
組
合
連
合
会
理
事
長
の
四

　

島
と
多
摩
の
特
産
品
が
勢
ぞ
ろ
い
！
。
島
と

多
摩
地
域
の
特
産
品
を
知
っ
て
も
ら
お
う
、
そ

し
て
地
域
を
振
興
し
て
い
こ
う
、
と
当
連
合
会

は
「
昭
島
で
知
る
島
の
豊
か
さ
と
感
じ
る
多
摩

の
奥
深
さ
」
を
テ
ー
マ
に
二
十
年
十
一
月
二
十

九
、
三
十
の
両
日
、
昭
島
市
の
モ
リ
タ
ウ
ン
・

オ
ー
プ
ン
モ
ー
ル
で
「
東
京
の
島
・
多
摩　

観

光
物
産
展
」
を
開
き
ま
し
た
。

　

同
物
産
展
は
会
場
を
替
え
て
毎
年
、
開
い
て

お
り
、
今
回
は
J
R
青
梅
線
の
昭
島
駅
を
降
り

て
直
ぐ
で
、
百
五
十
の
お
店
が
入
る
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
、モ
リ
タ
ウ
ン
の
オ
ー
プ
ン
モ
ー

ル
で
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　

多
摩
地
域
か
ら
は
十
一
商
工
会
が
、
島
し
ょ

地
域
か
ら
は
六
商
工
会
の
合
わ
せ
て
十
七
商
工

会
が
出
展
。
百
種
類
以
上
の
特
産
品
を
揃
え
、

「
バ
ル
ー
ン
シ
ョ
ー
」や「
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
」

の
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
て
物
産
展
を
盛
り
上

げ
、
販
売
と
P
R
に
力
を
入
れ
ま
し
た
。

　

初
日
の
二
十
九
日
は
桂
敎
夫
・
当
連
合
会

会
長
も
出
席
し
て
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
を
開
催
。
セ

レ
モ
ニ
ー
終
了
後

は
早
速
、
お
客
に

対
応
、
試
食
を
勧

め
る
光
景
、
そ
し

て
、
特
産
品
を
買

い
求
め
て
い
く
姿

が
あ
ち
こ
ち
で
見

ら
れ
ま
し
た
。

団
体
の
代
表
が
次
々
と
登
壇
。
来
賓
の
自
民
、

民
主
、
公
明
の
国
会
・
都
議
会
の
代
表
に
直
接
、

意
見
を
発
表
。
最
後
に
①
景
気
対
策
の
早
急

な
実
施
②
中
小
企
業
の
経
営
改
善
に
資
す
る
支

援
の
二
つ
を
柱
と
す
る
決
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

意
見
発
表
で
桂
会
長
は
多
摩
・
島
し
ょ
地
域

で
直
近
に
実
施
し
た
緊
急
金
融
動
向
調
査
を

踏
ま
え
「
今
こ
そ
、
税
制
、
金
融
面
を
は
じ
め
、

打
て
る
限
り
の
手
段
を
、
政
府
に
は
打
っ
て
も

ら
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
訴
え
、
そ
の
上

で
中
小
企
業
の
要
望
を
実
現
し
て
い
く
た
め
の

「
政
治
力
の
強
化
策
」
を
提
案
。

　

桂
会
長
は
こ
の
政
治
力
の
強
化
に
つ
い
て「
多

く
の
政
治
家
の
先
生
方
は
集
票
力
の
乏
し
い
中

小
企
業
団
体
や
商
工
団
体
に
対
し
て
『
選
挙
で

あ
て
に
な
ら
な
い
』
と
言
っ
て
軽
視
を
し
て
い

る
」
と
し
、
中
小
企
業
六
団
体
を
母
体
と
し

た
政
治
的
連
合
体
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
を
呼
び

掛
け
ま
し
た
。

　

司
会
が
「
金
融
機
関
は
貸
し
渋
り
・
貸
し

剥
が
し
を
や
め
ろ
！
」と
声
を
上
げ
る
と
、「
や

め
ろ
！
」
と
一
緒
に
こ
ぶ
し
を
上
げ
て
シ
ュ
プ

レ
ヒ
コ
ー
ル
を
し
ま
し
た
。「
商
工
会
の
力
で

中
小
企
業
の
危
機
を
突
破
し
よ
う
！
」、「
商

工
会
強
化
の
た
め
、
頑
張
ろ
う
！
」
に
対
し

て
も
「
突
破
し
よ
う
！
」、「
頑
張
ろ
う
！
」

と
声
を
上
げ
ま
し
た
。

　

市
町
村
商
工
会
、
都
道
府
県
商
工
会
連
合

会
、
全
国
商
工
会
連
合
会
が
二
十
年
十
一
月

二
十
七
日
に
東
京
・
神
南
の
N
H
K

ホ
ー
ル
で
全
国
の
商
工
会
か
ら
三
千

人
が
集
ま
っ
て
開
い
た
「
金
融
・
経

済
安
定
、
中
小
企
業
危
機
突
破
決

起
大
会
」（
第
48
回
商
工
会
全
国
大

会
）
で
は
貸
し
渋
り
・
貸
し
剥
が
し

が
経
営
に
対
す
る
大
き
な
課
題
と
な

り
始
め
る
中
、
政
府
・
与
党
並
び
に

野
党
に
そ
の
是
正
を
強
く
迫
り
ま
し

た
。
当
連
合
会
か
ら
も
四
十
一
人
が

参
加
、
大
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
政
府
か
ら
麻
生
太
郎
首
相
、
二
階

俊
博
経
済
産
業
相
、
自
民
党
か
ら
細
田
博
之

幹
事
長
、
公
明
党
か
ら

太
田
昭
宏
代
表
、
民
主

党
か
ら
鳩
山
邦
夫
幹
事

長
ら
政
府
と
政
党
の
要

人
多
数
が
出
席
。
そ
の

中
で
実
効
性
の
あ
る
経

済
対
策
の
早
期
実
施
な

ど
七
項
目
に
つ
い
て
大

会
決
議
を
し
ま
し
た
。

「経済危機突破・東京大会」
（演壇に立つのは意見を発表する桂会長）

こぶしを上げてシュプレヒコール

興味深く特産品をのぞく来客者
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「
島
の
活
性
化
と
明
日
の
島
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
幅
広
く  

意
見
交
換

「

」

平
成
　
年
度

を

島
嶼
地
域
資
源
活
用
事
業

20

実施

商工会女性部全国大会
東京都
からは

「上手な経営承継のすすめ方」などを指南

多摩地域6カ所で
「事業承継セミナー」全国から　　　　　 の部員が参集

第10回
3100 余人 62人 を開く

宮崎市で

で
八丈島

　

当
連
合
会
、
八
丈
町
商
工
会
は
二
十
年
十
一

月
二
十
一
日
、
八
丈
島
八
丈
町
の
八
丈
町
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
「
島
の
活
性
化
と
明
日
の
島
づ

く
り
」
を
テ
ー
マ
に
「
平
成
二
十
年
度
島
嶼
地

域
資
源
活
用
事
業
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
島
内
・
島
外
事
業
者
、
島
の
活
性
化
事
業
の

協
力
者
が
島
の
活
性
化
へ
の
体
験
や
思
い
を
発

表
。
そ
の
上
で
島
の
活
性
化
を
担
う
機
関
の
役

職
者
ら
が
登
壇
、
意
見
発
表
者
と
一
緒
に
な
っ
て

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
進
行
で
島
の
活
性
化
に
つ

い
て
幅
広
く
意
見
を
述
べ
、
あ
り
方
を
探
っ
た
も

の
で
す
。

　

多
摩
地
域
か
ら
も
連
合
会
職
員
を
含
め
て
二

十
一
人
が
こ
の
事
業
に
参
加
。
熱
い
意
見
交
換
に

耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

意
見
発
表
で
は
島
内
事
業
者

の
浅
沼
隆
章
氏
が
「
八
丈
島
が

情
け
島
で
あ
る
た
め
に
！
」、
同
・

伊
勢
崎
唯
氏
が
「
八
丈
島
活
性

化
案
」、
島
外
事
業
者
の
小
島

昌
夫
氏
が
「
心
の
ふ
る
さ
と
八

丈
島
」、
そ
し
て
協
力
者
の
柳
明

菜
氏
が
「
映
画
を
活
用
し
た
島

お
こ
し
」
の
表
題
で
体
験
や
島
へ

の
思
い
、
そ
し
て
活
性
化
へ
の
期

待
や
課
題
を
話
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
開
い
た
意
見
交
換
会

で
は
浅
沼
孝
彦
・
八
丈
町
商
工
会
会
長
、
沖
山

慶
孝
・
八
丈
町
副
町
長
、
中
野
卓
・
八
丈
支
庁

産
業
課
長
、
佐
々
木
高
治
・
八
丈
島
観
光
協
会

専
務
理
事
ら
が
登
壇
。
四
人
の
発
表
者
と
と
も

に
活
性
化
を
め
ぐ
っ
て
意
見
を
述
べ
合
い
ま
し
た
。

　

こ
の
中
で
意
見
発
表
者
、
意
見
交
換
の
登
壇

者
か
ら
は
「
ま
と
ま
る
こ
と
に
よ
り
い
ま
の
厳

し
い
状
況
を
打
破
で
き
る
」、「
エ
ア
代
が
高
か
っ

た
ら
サ
ー
ビ
ス
の
方
面
で
何
と
か
努
力
を
す
る

べ
き
だ
」
と
い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

同
事
業
に
は
来
賓
に
浅
沼
道
徳
・
八
丈
町
町
長
、

そ
し
て
三
井
幾
雄
・
東
京
都
八
丈
支
庁
支
庁
長
、

黒
田
長
彦
・
八
丈
島
観
光
協
会
会
長
が
出
席
。

　

主
催
者
挨
拶
で
桂
敎
夫
・
当
連
合
会
会
長

は
「
今
こ
そ
中
小
企
業

が
お
互
い
に
手
を
繋
ぎ
、

互
い
に
助
け
合
う
こ
と
が

地
域
を
救
い
、
自
分
自

身
を
救
う
こ
と
に
な
る
」、

ま
た
、
浅
沼
孝
彦
・
八

丈
町
商
工
会
会
長
は
「
島

に
は
世
の
中
の
色
々
な

ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
る
も
の

が
あ
る
。
事
業
を
通
じ
て

そ
れ
を
活
か
す
知
恵
を

出
せ
れ
ば
」
と
述
べ
ま
し

た
。

　

国
の
地
域
力
連
携
拠
点
事
業
の
「
東
京
事

業
承
継
支
援
セ
ン
タ
ー
」
で
あ
る
当
連
合
会

は
、
傘
下
二
十
七
商
工
会
な
ど
と
と
も
に
多

摩
地
域
六
カ
所
で
関
東
経
済
産
業
局
の
委
託

事
業
で
あ
る
「
事
業
承
継
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開

き
ま
し
た
。
こ
れ
は
二
十
年
十
一
月
七
日
か

ら
十
四
日
ま
で
の
八
日
間
に
同
内
容
の
も
の

を
羽
村
、
調
布
な
ど
六
市
で
ほ
ぼ
連
続
し
た

形
で
開
催
し
た
も
の
で
す
。
セ
ミ
ナ
ー
で
は

税
理
士
が「
上
手
な
経
営
承
継
の
す
す
め
方
」

な
ど
に
つ
い
て
紹
介
、
説
明
を
し
ま
し
た
。

　

全
国
商
工
会
女
性
部
連
合
会
、
宮

崎
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
は
「
今

日
の
出
会
い
を
明
日
の
絆
に
！

　

女
性
の
パ
ワ
ー
で
地
域
に
夢
を
！！
」

を
合
い
言
葉
に
、
二
十
年
十
月
二
十

七
、二
十
八
の
両
日
、宮
崎
市
内
の
フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
・
シ
ー
ガ
イ
ア
・
リ
ゾ
ー
ト

で
「
第
10
回
商
工
会
女
性
部
全
国
大

会
in
み
や
ざ
き
」
を
開
き
ま
し
た
。

　

同
大
会
に
は
全
国
の
商
工
会
女
性

部
連
合
会
か
ら
部
員
三
千
百
余
人
が

参
集
。
二
十
七
日
は
松
村
祥
史
・
経

済
産
業
大
臣
政
務
官
、
東
国
原
英
夫
・

宮
崎
県
知
事
ら
を
来
賓
に
迎
え
て
大

会
セ
レ
モ
ニ
ー
、
主
張
発
表
大
会
、

基
調
講
演
、
表
彰
式
、
交
流
会
を
行

い
ま
し
た
。

　

傘
下
商
工
会
女
性
部
か
ら
の
参
加

を
含
め
て
六
十
二
人
が
参
加
を
し
た

東
京
都
商
工
会
女
性
部
連
合
会
は
二

日
目
に
実
施
さ
れ
た
、
六
つ
に
分
か
れ

て
の
分
科
会
に
は
参
加
を
し
な
い
で
独

自
に
研
修
を
企
画
。
熊
本
市
内
に
あ

る
健
軍
商
店
街
の
「
ふ
る
さ
と
シ
ョ
ッ

プ
・
ま
ち
の
駅
」
を
訪
ね
、
空
き
店

舗
を
活
用
し
た
、
先
進
的
な
街
の
活

性
化
へ
の
取
り
組
み
を
学
び
ま
し
た
。

島興しの体験や期待を交換

「女性のパワーで地域に夢を！！」と
開いた女性部全国大会

連続して開催した「事業承継セミナー」
（羽村市産業福祉センターで）
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大
学

で
商
談

が
参
加

861

749
社

小
間

産
業
交
流
展
２
０
０
８

「
地
域
の
資
源
を
活
か
し
た

産
業
発
展
と
協
働
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
」

西
東
京
商
工
会
が

を
テ
ー
マ
に

地
域
経
済
懇
談
会

「
第
４
回
東
京
商
店
街
グ
ラ
ン
プ
リ
」
で

仙
川
商
店
街
が
優
秀
賞

地
域
の
参
加
を
評
価

過
去
最
高
の

第
９
回 
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ェ
ア

f
r
o
m 

T
A
M
A 企

業
団
体

が

219

出
展

」

「

来賓らが展示ブースを見学
（中央は桂会長）

初日の開会式

　

首
都
圏
産
業
活
性
化
協
会
（
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ

産
業
活
性
化
協
会
）
と
西
武
ニ
ュ
ー
リ
ー

ダ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
21
主
催
、
西
武
信
用
金
庫
な

ど
共
催
、
当
連
合
会
な
ど
後
援
の
「
第
九

回
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ェ
ア
from
T
A
M
A
」
が

二
十
年
十
一
月
六
日
、
東
京
・
西
新
宿
の
新

宿
Ｎ
Ｓ
ビ
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
「
ス
テ
ッ
プ
・
バ
イ
・
ス
テ
ッ
プ
そ
し
て
飛

躍
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
開
催
し
た
今
回
は
、

多
摩
の
金
属
加
工
や
製
品
開
発
型
の
中
小

企
業
、
そ
れ
と
相
模
原
、
三
条
・
燕
、
浜

松
地
域
の
企
業
、
さ
ら
に
大
学
と
支
援
機

関
な
ど
過
去
最
高
の
規
模
と
な
る
二
百
十

九
が
出
展
を
し
、
自
慢
の
技
術
・
製
品
を

紹
介
。
新
た
な
販
路
や
提
携
先
の
開
拓
に
当

た
り
ま
し
た
。

　

当
連
合
会
は
二
十
三
校
十
一
団
体
が
参
加

を
し
た
「
産
学
官
連
携
コ
ー
ナ
ー
」
に
出
展
、

来
場
者
か
ら
の
各
種
経
営
相
談
に
応
じ
ま
し

た
。
こ
の
ほ
か
、
商
工
会
か
ら
は
東
久
留
米

市
商
工
会
工
業
部
会
が
出
展
を
し
ま
し
た
。

　

開
場
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た
開
会
式
で
は

来
賓
と
し
て
桂
敎
夫
・
当
連
合
会
会
長
が

出
席
「（
フ
ェ
ア
が
）
年
々
、
広
が
り
を
見

せ
、
色
々
と
浸
透
し
て
い
る
」
と
挨
拶
を
す

る
と
と
も
に
、
塚
本
修
・
関
東
経
済
産
業

局
長
、
山
﨑
正
芳
・
西
武
信
用
金
庫
理
事

長
ら
と
と
も
に
テ
ー
プ
に
鋏
み
入
れ
を
行
い

ま
し
た
。
な
お
、
フ
ェ
ア
に
は
五
千
五
十
人

が
来
場
し
、
一
千
五
十
七
件
の
商
談
が
あ
り

ま
し
た
。

　

西
東
京
商
工
会
は
二
十
年
十
月
二
十
一
日
、

市
内
の
コ
ー
ル
田
無
で
「
地
域
の
資
源
を
活
か

し
た
産
業
発
展
と
協
働
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
」
を
テ
ー
マ
に
五
回
目
の
地
域
経
済
懇
談
会

を
開
き
ま
し
た
。

　

懇
談
会
に
は
坂
口
光
治
市
長
ら
市
内
の
有
識

者
と
商
工
会
の
役
員
・
部
会
や
委
員
会
の
ト
ッ

プ
ら
合
わ
せ
て
四
十
人
が
参
集
し
、
事
例
発
表

と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
事
例
発
表
で
は

福
祉
、
農
業
、
行
政
の
分
野
の
代
表
が
課
題

や
今
後
に
向
け
て
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て

話
し
ま
し
た
。
ま
た
、
意
見
交
換
で
は
有
識

者
が
そ
れ
ぞ
れ
手
を
上
げ
て
活
動
紹
介
や
協
力

要
請
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

都
内
商
店
街
の
取
り
組
み
で
特
に
優
れ
た
事

業
を
表
彰
す
る
、
東
京
都
産
業
労
働
局
と
東

京
都
中
小
企
業
振
興
公
社
が
実
施
し
て
い
る

「
東
京
商
店
街
グ
ラ
ン
プ
リ
」
の
第
四
回
表
彰

の
イ
ベ
ン
ト
部
門
で
調
布
市
の
仙
川
商
店
街
の

「
お
ら
ほ
せ
ん
が
わ
夏
ま
つ
り
」
が
優
秀
賞
に

輝
き
、
二
十
年
十
一
月
十
七
日
、
東
京
・
秋

葉
原
の
秋
葉
原
ダ
イ
ビ
ル
で
開
か
れ
た
「
中
小

　

東
京
都
、
当
連
合
会
、
東
京
商
工
会
議
所
な

ど
は
二
十
年
十
一
月
二
十
五
、
二
十
六
の
両
日
、

東
京
・
有
明
の
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で„
広
域
的

な
交
流
と
連
携
〞を
コ
ン
セ
プ
ト
に
「
産
業
交

流
展
２
０
０
８
」
を
開
き
ま
し
た
。

　

首
都
圏
の
中
小
企
業
等
が
技
術
・
製
品
を
一

堂
に
展
示
、
受
発
注
を
拡
大
し
て
も
ら
う
こ

と
な
ど
を
目
的
と
し
た
、
こ
の
展
示
会
は
、

中
小
企
業
に
よ
る
も
の
と
し
て
は
国
内
最
大

級
の
規
模
と
な
っ
て
お
り
、
十
一
回
目
の
今
回

は
七
百
四
十
九
社
・
団
体
が
参
加
。
八
百
六

十
一
小
間
で
熱
い
商
談
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

目
玉
と
し
た
の
が
「
全
国
地
球
温
暖
化
防
止

技
術
」、「
八
都
県
市
合
同
商
談
会
」、「
ジ
ェ
ト

ロ
海
外
企
業
出
展
ゾ
ー
ン
」
な
ど
で
す
。
い
ず

れ
も
初
め
て
企
画
し
た
も
の
で
す
。
全
国
地
球

温
暖
化
防
止
技
術
で
は
全
国
各
地
の
中
小
企
業

の
省
エ
ネ
技
術
等
を
展
示
し
ま
し
た
。

　

初
日
の
二
十
五
日
は
ア
ト
リ
ウ
ム
内
メ

イ
ン
ス
テ
ー
ジ

で
開
会
式
が

行
わ
れ
、
山
口

一
久
・
都
副
知

事
ら
と
と
も
に

桂
敎
夫
・
当
連

合
会
会
長
が

テ
ー
プ
に
鋏
を

入
れ
ま
し
た
。

小
売
商
業
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。

　

地
元
学
生
の
ほ
か
に
、
婦
人
部
、
子
供
会
等

の
地
域
の
団
体
が
こ
ぞ
っ
て
参
加
を
す
る
な
ど
地

元
の
力
だ
け
で
開
催
。
五
万
人
以
上
の
来
場
者

を
集
め
て
い
る
こ
と
な
ど
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

せ
ん
が
わ
夏
ま
つ
り
は
子
供
向
け
の
催
事
、

よ
さ
こ
い
コ
ン
テ
ス
ト
・
盆
踊
り
、
そ
し
て
ジ
ャ

ズ
ダ
ン
ス
・
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
な
ど
の
ス
テ
ー

ジ
シ
ョ
ー
や
サ
ン
バ
・
阿
波
踊
り
な
ど
の
パ
レ
ー

ド
と
い
っ
た
内
容
で
昭
和
六
十
二
年
か
ら
開
い

て
い
ま
す
。
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国
分
寺
市
商
工
会
が

22
年
２
月

に
商
工
会
館
を
建
て
替
え

５
階
建
て
の
新
会
館
が
お
目
見
え

に
は

38
ぶり
年

春はもう隣。
　　梅が、桜が、チューリップが月月 月月22 33

新会館の完成予想図

　

国
分
寺
市
商
工
会
は
商
工
会
館
の
建
て
替
え
を
始
め

ま
し
た
。
会
館
を
新
し
く
す
る
の
は
三
十
八
年
ぶ
り
の

こ
と
で
す
。
工
事
が
順
調
に
進
め
ば
二
十
二
年
二
月
に

は
竣
工
す
る
予
定
で
す
。

　

三
十
八
年
が
経
過
し
、
老
朽
化
し
た
こ
と
か
ら
建
て

替
え
る
こ
と
に
し
た
も
の
で
す
。
建
て
替
え
に
と
も
な

い
事
務
所
は
二
十
年
十
二
月
一
日
か
ら
仮
事
務
所
に
移

転
を
し
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
会
館
は
地
上
五
階
建
て
、
延
べ
床
面
積
約
一
千

三
百
平
方
㍍
で
、
三
階
建
て
同
約
六
百
三
十
平
方
㍍
の
現

在
の
会
館
よ
り
は
二
倍
を
超
え
る
広
さ
へ
と
広
が
り
ま
す
。

　

二
階
を
商
工
会
が
利
用
し
、
一
階
に
は
調
剤
薬
局
が
、

三
階
、
四
階
、
五
階
に
は
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
そ
れ
ぞ
れ
テ

ナ
ン
ト
と
し
て
入
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。
仮
事
務
所

の
移
転
先
は
左
記
の
通
り
で
す
。

国分寺市本町３の11の12
多摩信用金庫国分寺支店４Ｆ

電話、ＦＡＸは従来通りです。

日　程 イベント名 会　場 内　容 主催者・問合せ先

2
月

3日（火） 大國魂神社
節分祭

大國魂神社
（府中市宮町3-1）

豆まき式（午後2時、4時、6時の3回）
行列：日本相撲協会 力士、俳優、タレント、女流棋
士、キャラクター、FC東京選手他

大國魂神社節分会
問合せ先：府中観光協会
042-302-2008

5日（木） 新春経済講演会 調布市グリーンホール
小ホール

「どうなる!日本の政治・経済」
講師：橋本五郎（読売新聞社特別編集委員）

主催:調布市商工会
042-485-2214
後援：多摩東しんきん協議会調布
支部　協力：（社）調布青年会議所

14日（土） 第8回
黄金井名物市 新小金井西口商店会

ビジネスコンテスト2008
小金井産地ビール販売
スタンプラリー
お楽しみ抽選会
あつあつ鍋プレゼント先着5百人他

第8回黄金井名物市実行委員会
042-381-8765

15日（日） 第43回
青梅マラソン

青梅総合体育館~奥多摩町川
井

早春の青梅路を1万5千人が疾走します。
（注）申し込み受け付けは終了しました。

青梅マラソン大会事務局
0428-24-6311

20日（金）～21日（土） 第8回
たま工業交流展

国営昭和記念公園みどりの
文化ゾーン花みどり文化セン
ター及びゆめひろば

多摩地域最大級の中小企業総合展示会。大学、
工業高等専門学校、工業高校も出展をします。会
期中には経営や「ものづくり」をテーマにした基
調講演〈無料）もあります

たま工業交流展実行委員会
（立川商工会議所内）
042-527-2700

22日（日） 第59回全関東八王子
夢街道駅伝競走大会

甲州街道（JR八王子駅前から
高尾間）を中心 歴史ある甲州街道を舞台にした一般市民駅伝大会

全関東八王子夢街道駅伝競走大
会実行委員会事務局
042-620-7335
042-620-7378

21日（土）～3月31日（火） 吉野梅郷梅まつり 青梅市吉野梅郷一帯、青梅市
梅の公園

紅梅・白梅合わせて2万5千本もの梅が咲き誇り
ます。期間中、地元特産品販売、スタンプハイク、
俳句展示、投句などのイベントが行われます

青梅市観光協会事務局
0428-24-2481

3
月

7日（土）～8日（日） 第3回
ガレリア・きらり市

秋留野広場
（秋川駅北口噴水広場）

アート&クラフトの手づくり品と花やスイーツを
中心とした市を開催します。可愛い彩りのテント
や音楽演奏もありますので、ぜひ楽しいひととき
をお過ごし下さい

あきる野ゆにーくす拠り所づくり
委員会（あきる野商工会）
042-559-4511

27日（金）～4月12日（日）
はむら花と水のまつり

2009
（前期）さくらまつり

羽村堰周辺ほか 模擬店出店のほか、野点、足湯、さるまわし、玉川
上水沿いの桜のライトアップ等を予定

羽村市観光協会
042-555-9667

下旬～4月上旬（予定） 第26回
ふっさ桜まつり 永田橋~睦橋の多摩川沿い 各種イベント、飲食販売 ふっさ桜まつり実行委員会

（福生市役所）042-551-1511（代）

28日（土） ひので朝市 ひのでグリーンプラザ駐車場 商業部会員等による即売会。普段、お店で販売し
ている商品を格安にて販売。

日の出町商工会
042-597-0270　　

29日（日） 春うらら
桜ウォーキング

国営昭和記念公園から国立
駅南口（立川・国立）

国営昭和記念公園から国立駅南口まで両市の桜
の名所をつないでウォーキングを楽しみます

国立市観光まちづくり協会
042-574-1199
立川観光協会
042-527-2700

住 所
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2
月
20
、
21
日
に

　

多
摩
地
域
の
中
小
企
業
の
技
術
や
製
品
を

一
堂
に
展
示
し
、
交
流
を
通
じ
て
多
摩
地
域

工
業
の
振
興
を
は
か
っ
て
い
く
こ
と
を
目
指

す
、
た
ま
工
業
交
流
展
実
行
委
員
会
に
よ
る

「
た
ま
工
業
交
流
展
」
の
今
年
の
開
催
概
要

が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
八
回
目
を
迎
え
た
今
回

は
「
〜
技
術
が
結
ぶ
企
業
と
人　

新
た
な
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
求
め
て
〜
」
を
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
に
二
月
二
十
日
と
二
十
一
日
の
両

日
、
立
川
市
内
の
国
営
昭
和
記
念
公
園
み
ど

り
の
文
化
ゾ
ー
ン
花
み
ど
り
文
化
セ
ン
タ
ー

及
び
ゆ
め
ひ
ろ
ば
で
開
催
を
し
ま
す
。
出
展

を
す
る
の
は
百
三
十
七
の
企
業
・
団
体
・
学

校
で
す
。

　

内
容
と
し
て
は
機
械
・
金
属
・
電
気
機
器
、

情
報
関
連
・
ソ
フ
ト
開
発
、
環
境
関
連
、
そ

の
他
製
造
業
、
学
校
関
連
・
協
力
団
体
な
ど

が
展
示
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

二
十
日
に
は
「
逆
境
を
切
り
拓
く
経
営
」、

「
も
の
づ
く
り
の
知
恵
、
匠
の
技
」
を
テ
ー
マ

と
し
た
基
調
講
演
（
無
料
）
も
あ
り
ま
す
。

　

開
会
時
間
は
両
日
と
も
午
前
十
時
か
ら
午

後
四
時
。
昨
年
は
一
万
人
の
方
が
入
場
を
し

ま
し
た
。

　

是
非
、
ご
来
場
下
さ
い
。

「
第
８
回
、

 

た
ま
工
業
交
流
展
」

　

年
男
と
言
わ
れ
て
も
こ
の
年
齢
に
な
る
と
不

思
議
に
何
の
感
慨
も
浮
か
ば
な
い
も
の
で
あ
る
。

　

若
い
時
は
多
く
の
社
員
を
抱
え
会
社
を
安
定

さ
せ
る
為
、
ず
い
ぶ
ん
無
理
を
し
た
し
、
又
こ

の
時
期
に
業
界
の
代
表
者
に
も
選
ば
れ
、
経
営

者
は
我
田
引
水
タ
イ
プ
の
人
が
多
く
組
織
を
ま

と
め
る
の
に
随
分
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
た
こ
と

を
思
い
出
す
が
、
こ
の
時
代
に
年
男
と
言
わ
れ

る
と
、
言
葉
の
響
き
に
何
か
気
概
と
責
任
感
が

湧
き
出
る
よ
う
な
思
い
を
し
た
事
を
思
い
出
す
。

　

十
五
年
前
、
会
長
に
と
誘
わ
れ
商
工
会
に

入
っ
た
が
、
組
織
の
雰
囲
気
が
暗
く
、
会
員
に

元
気
が
な
い
の
が
何
よ
り
気
に
な
っ
た
が
、
工
業

部
長
一
期
、
副
会
長
二
期
と
九
年
間
務
め
、
会

員
に
元
気
の
無
い
訳
が
解
っ
た
よ
う
な
気
が
す

る
。

　

ま
ず
①
商
工
会
が
上
部
団
体
の
計
画
、
方
針

に
従
う
事
ば
か
り
に
汲
々
し
て
い
る
②
会
員
に

も
経
済
団
体
の
活
動
目
標
や
理
念
が
理
解
で
き

ず
自
信
が
持
て
な
い
③
会
員
相
互
が
本
音
で
付

き
合
う
事
に
慣
れ
て
な
い
等
々
か
ら
、
ま
ず
皆

に
他
人
を
好
き
に
な
れ
か
ら
初
め
、
各
部
会
長

や
十
三
あ
る
支
部
長
に
は
、
自
分
が
思
い
つ
い

た
事
は
行
動
に
移
せ
、
会
員
だ
け
で
な
く
地
域

の
皆
さ
ん
が
喜
ぶ
事
は
全
部
や
れ
、
責
任
は
自

分
が
と
る
と
言
っ
て
あ
る
の
で
幹
部
の
皆
さ
ん
も

自
信
を
持
っ
た
と
み
え
、
行
動
が
積
極
的
に
な

り
、
理
事
会
の
意
見
も
多
く
な
り
、
元
気
が
出

て
き
た
よ
う
に
思
う
。

　

都
連
関
係
の
皆
さ
ん
、
今
年
が
い
い
年
で
あ

り
ま
す
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。
私
か
ら
の
お
願
い

で
す
。
関
係
者
の
皆
さ
ん
が
も
う
一
歩
踏
み
出

す
勇
気
を
持
て
ば
東
京
都
商
工
会
連
合
会
は

益
々
発
展
す
る
と
思
う
し
、
そ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本

年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
今
年
の
干

支
は„
丑“
で
す
。
よ
く
丑
は
大
き
な
俵
を
両
肩

に
も
っ
た
も
の
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
今

年
は
も
っ
と
多
く
の
俵
を
背
負
っ
て
歩
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

　

昨
年
八
月
と
十
月
に
日
本
の
貿
易
収
支
が
マ

イ
ナ
ス
に
な
り
、
ま
た
十
月
、
リ
ー
マ
ン
ブ
ラ

ザ
ー
ズ
の
破
綻
が
加
わ
り
、
ア
メ
リ
カ
発
の
世

界
不
況
が
広
が
り
始
め
ま
し
た
。
こ
の
文
章
を

読
ま
れ
る
頃
は
も
っ
と
深
刻
な
状
況
に
な
っ
て
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

私
達
が
未
だ
曾
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
不

況
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
今
ま
で
世
界

の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
型
の
モ
デ

ル
を
否
定
す
る
事
に
繋
が
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
ま
で
大
量
生
産
、
大
量
消
費
が
主
流
と
さ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
事
を
見
直
す
時
が
き

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の
為
、

い
ろ
い
ろ
と
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
さ
れ
て
い
る
事
を
昔

の
よ
う
に
ア
ナ
ロ
グ
型
に
も
ど
し
て
考
え
て
も
良

い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
不
況
を
悲
観
的
に
と
ら
え
る
の
で
は

な
く
、
私
達
商
工
会
の
会
員
の
皆
様
の
プ
ラ
ス

に
す
る
為
日
々
お
客
様
と
接
し
て
い
る
皆
様
だ

か
ら
こ
そ
、
何
を
求
め
て
い
る
か
を
感
じ
と
り
、

地
域
密
着
型
に
変
更
し
て
い
く
良
い
チ
ャ
ン
ス
だ

と
思
い
ま
す
。

　

貿
易
収
支
の
マ
イ
ナ
ス
か
ら
も
、
日
本
は
内

需
の
拡
大
が
迫
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
内
需

は
大
量
生
産
で
は
な
く
、
消
費
者
が
求
め
る
心

の
通
っ
た
も
の
づ
く
り
が
必
要
に
な
っ
て
い
く
と

思
い
ま
す
。

　

是
非
、
こ
の
不
況
を
マ
イ
ナ
ス
思
考
と
せ
ず
、

中
小
零
細
企
業
の
新
た
な
出
発
の
時
と
考
え
、

皆
様
で
乗
り
き
ろ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

羽村市商工会
会長　向笠　幸雄

プ
ラ
ス
思
考
で
難
局
を
乗
り
切
ろ
う

皆
で
明
る
く
ま
ち
づ
く
り

小平商工会
会長　神石　實

年男抱負を語る

国
営
昭
和
記
念
公
園

み
ど
り
の
文
化
ゾ
ー
ン
で
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